
大泉高校附属中学校

月 主な学校行事 日付 回 主題名 資料名 内容項目 ねらい 主な発問

入学式
新入生歓迎会

4月11日 1 自分を輝かせる 虎 A-3向上心、個性の伸長
虎の一役にかけた八輔の心の変化と、舞台後の涙のわけについて考えることを通して、自分らしさを発揮することのよさに気付き、個
性を伸ばして充実した生き方を追求していこうとする道徳的実践意欲を培う。

○自分が役者だったら、どのような役をやりたいと思うかイメージさせる。
○観客をこれほどまでに感動させたものは何だろう。
○虎の役を振られた八輔はどのような思いでいたのだろう。
◎脇役に不満をもっていた八輔が、虎になりきろうと決意したのはどのような考えからだろう。
○舞台を終えた八輔は、どうして涙を流したのだろう。
○自分らしさを磨いていくにはどうしたらよいか考え、道徳ノートに記入させる。

校外課題発掘セミ
ナー

4月18日 2 よりよいコミュニケーション いつでも・どこでも・誰とでも B-7礼儀
レストランでの出来事における「私」の問題とその解決について考えることを通して、礼儀の根底にある人間尊重の精神の大切さに気
付き、時と場に応じた適切な言動で、他者を思いやる心を伝えていこうとする道徳的判断力を高める。

○様々なコミュニケーションの方法を想起させ、コミュニケーションにおいて大切なことは何か問題提起する。
○「私」が、テーブルの空気が冷たくなっているような気がしたのはどうしてだろう。
○佳子が嫌な思いをするまで、「私」がSNSを続けていたのはどうしてだろう。
○佳子は「私」との食事を、どのような時間にしようと思っていたのだろう。
◎よりよいコミュニケーションに必要なことや大切なことをできるだけ多く挙げてみよう。
○自分の生活におけるコミュニケーションの在り方を振り返りながら、授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記入させる。

4月25日 3 自然の雄大さや悠久さ 樹齢七千年の杉 D-20自然愛護
縄文杉を前にして心動かされる筆者の思いを共感的に理解することを通して、人間の力を超えた自然の雄大さや悠久さに気付き、畏敬
の念をもって自然を愛する道徳的心情を育む。

○屋久島について簡単に紹介する。
○密林を歩く筆者が、「どきどきするほど」感動するのはどうしてだろう。
○筆者は縄文杉の姿を見て、どのようなことを感じたのだろう。
◎筆者が縄文杉を「飛び抜けて不思議な木」と感じたのはどうしてだろう。
○人間はどうして自然に感動したり、畏れを感じたりするのだろう。

5月2日 4 誠実に責任をもつ ジョイス A-1自主、自律、自由と責任
誤審の翌日も審判を務めようとするジョイスに対する、ガララーガやタイガースの監督の心情を共感的に理解することを通して、誠実
な生き方のよさに気付き、自律的な行為の結果に責任をもち、人間としての誇りを大切にする道徳的心情を育む。

○野球の「完全試合」の成立条件とともに、その難しさについて説明する。
○報道陣の前に姿を現したジョイスはどのような思いだったのだろう。
○ジョイスが関係者の勧めを断って翌日の試合も球審を務めようとしたのは、どのような考えからだろう。
◎タイガースの監督はどうしてガララーガにメンバー表を交換させたのだろう。
○授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記入させる。

生徒総会 5月9日 5 新しいものを生み出す ガストロカメラ A-5真理の探究、創造
多くの困難と失敗を乗り越えて、胃カメラという未知のアイデアを実現させた杉浦睦夫、宇治達郎らを支えていた思いについて考える
ことを通して、真実を大切にし、真理を探究して新しいものを生み出していこうとする道徳的実践意欲を培う。

○「体の中に機械を入れて撮影する」という胃カメラのアイデアについて率直な感想を交流させる。
○宇治から「胃の中を写せるカメラを作ってほしい」と言われた杉浦はどのようなことを思ったのだろう。
○上司に胃カメラを「不可能」だと言われた杉浦はどのようなことを思ったのだろう。
○開発の途中、予想もしていない失敗や困難に直面した杉浦たちは、その都度、どのようなことを思っていたのだろう。
◎杉浦や宇治たちが、困難や失敗にくじけずチャレンジを続けることができたのは、どのような思いがあったからなのだろう。
○科学に限らず新しい可能性を探究することについて説話する。新しいものや考え方を生み出したり、未知のものを発見したりするために大切なことについて、道徳ノートに記入させる。

体育祭
中間考査

5月23日 6 相互理解の大切さ 野生の猛禽を守るために B-9相互理解、寛容
一人のハンターとの出会いから、筆者が気付いたことについて考えることを通して、相互理解を図ることの大切さに気付き、自分の考
えや意見を相手に伝えるとともに、それぞれの個性や立場を尊重し、他者のものの見方や考え方から学んでいこうとする道徳的態度を
養う。

○筆者や猛禽類について簡単に紹介する。
○鉛中毒の問題を訴えたことで、強烈な反発が押し寄せたことについて、筆者はどのようなことを思っていたのだろう。
○筆者はハンターに対してどのような印象をもっていたのだろう。
◎一人のハンターとの出会いに「目からうろこが落ちるような思い」をした筆者は、どのようなことに気付いたのだろう。
○敵味方に分かれないでコミュニケーションをとるためにはどのようなことが大切なのだろう。
○thinking❶を読んだ後、授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記入させる。

学力向上調査 6月6日 7 節度、節制 これは駄目？　これも駄目？ A-2節度、節制
節度や節制に関わる具体的な例について、自分の判断の基準を見つめ、話し合うことを通して、節度を守り、節制に心がけて、心身と
もに健康で安全な生活を送ろうとする道徳的判断力を高める。

○自分の生活を振り返って、学習課題を意識させる。
○P33の例について、それぞれ「節度を守り、節制に心がける」という視点から、いいか悪いかを考えてみよう。理由も含めて考えてみよう。
○それぞれどのような理由で判断したのだろうか。
◎節度、節制にかなっているかどうかを、自分はどのような基準で考えているだろう。
○授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記入させる。

課題発掘セミナー 6月13日 8 生きることの意味 燃え盛る炎 D-19生命の尊さ
難病に向き合い生き抜いた石川正一君の姿から、人が「生きる」ということについて考えることを通して、かけがえのない生命を尊
び、限りある人生を懸命に生きていこうとする道徳的態度を養う。

○P34の詩を読んで、作者の紹介を行う。詩の中の問いかけを本時の学習課題として提示する。
○正一君が自分の病気や死について、お父さんに話を切り出したのはどうしてだろう。
○正一君が目指した「完全に燃えつきること」とは、どういうことなのだろう。
◎「生きる意味」「生きる価値」「生きる資格」への疑問に、正一君はどのような答えを出したのだろう。
○自分自身の生命をどのように燃やし輝かせたいか、道徳ノートに記入させる。

授業公開週間
道徳公開講座
職場体験事前訪問

6月20日 9 いじめを許さない 君、想像したことある？ C-11公正、公平、社会正義
いじめの卑劣さを訴える春名風花さんの主張を共感的に理解することを通して、いじめをする人間の醜さに気付き、自分の弱さに打ち
勝って、差別や偏見、いじめのない社会の実現に努める道徳的態度を養う。

○「いじめ」を学習課題として提示し、教材に入る。
○いじめをする人にとって、いじめは「遊び」「ゲーム」「どうでもいいこと」だという春名さんの意見について、どう思うだろうか。
○「いじめをする人」とは、どのような人間なのだろう。
◎春名さんは、誰にどのようなことを伝えたくて、この文章を書いたのだろう。
○春名さんのように「いじめをしている君へ」、自分自身の主張を道徳ノートに記入させる。

6月27日 10 高い目標に挑戦する生き方
「キング」と呼ばれる理由 ― 三浦
知良 ―

A-4希望と勇気、克己と強い意志
ワールドカップ出場を目指し、その夢が破れてもなおサッカーを続ける三浦知良選手の生き方について考えることを通して、高い目標
に挑戦していくことの素晴らしさに気付き、困難や失敗に直面しても、希望や勇気を失わずに努力を続けていこうとする道徳的実践意
欲を培う。

○サッカー日本代表がワールドカップに初出場した時の話であることを紹介する。
○ブラジルの厳しい環境で挑戦を続けるカズを支えていたのは、どのような思いなのだろう。
○周囲は懐疑的な目で見ていた状況にもかかわらず、ワールドカップ本戦出場がカズの中で夢から明確な目標になったのはどうしてだろう。
○夢にまで見たワールドカップの日本代表から外され、記者会見を終えたカズは、どのような思いでグラウンドへ向かったのだろう。
◎カズがキングと呼ばれる理由は、何だろう。
○自分自身の夢や目標について振り返りながら、授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記入させる。

期末考査
職場体験

7月11日 11 感謝の心 ありガトオヨ B-6思いやり、感謝
加藤だいさん、橋本公男さん夫妻、加藤はつ江さんの心の交流から、感謝の心のよさや大切さについて考えることを通して、人間愛の
精神を深め、人と人との支え合いを可能にする思いやりや感謝の心を大切にする道徳的心情を育む。

○タイトルやP49の挿絵を見て、どのような人が書いたのか想像させながら教材に入る。
○だいさんはどのような思いで「センセエ　オクサン　ありガトオヨ」を書いたのだろう。
○診察室で「遺言」を見た橋本さんは、どのような思いでぽろぽろ涙を流したのだろう。
○掛軸を見て、目が涙でいっぱいになったはつ江さんはどのようなことを思っていたのだろう。
◎だいさんは、どうして「人間の一番きれいな言葉は『ありがとう』」だと言うのだろう。
○授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記入させる。

7月18日 12 郷土に受け継がれた伝統や文
化

相馬野馬追の季節 C-16郷土の伝統と文化の尊重、郷土を愛する態度
東日本大震災で大きな被害を受けながら、葛藤を乗り越えて相馬野馬追を開催した相双地方の人々の思いについて考えることを通し
て、郷土に受け継がれた伝統文化のよさや大切さに気付き、地域社会の一員として郷土の伝統と文化を大切にしていこうとする道徳的
実践意欲を培う。

○自分の地域の祭りを想起させる。
○震災の後の厳しい状況で、人々が相馬野馬追を開催することに決めたのは、どのような思いからなのだろう。
○野馬追が終わった後、人々が「やってよかった」「これでよかったんだ」と思えたのは、どうしてだろう。
◎相馬野馬追は、相双地方の人々にとってどのような意味をもつのだろう。
○授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記入させる。

課題テスト
文化祭
学力推移調査

9月5日 13 集団生活の充実 明かりの下の燭台 C-15よりよい学校生活、集団生活の充実
チームの勝利のために献身し、マネージャーに徹した鈴木恵美子さんの生き方について考えることを通して、集団における自分の役割
と責任を自覚し、集団生活の充実に努めていこうとする道徳的実践意欲を培う。

○「東洋の魔女」と呼ばれた女子バレーボール日本代表が1964年東京オリンピックで金メダルを獲得したことを紹介する。
○鈴木恵美子さんが笑顔を絶やさなかったのはどうしてだろう。
○マネージャー役を頼まれて、泣きながら長い間じっと座っていた鈴木恵美子さんは、どのようなことを考えていたのだろう。
◎鈴木恵美子さんはどうして涙を笑顔に変えることができたのだろう。
○授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記入させる。

生徒会役員選挙 9月19日 14 社会の規律を守る 仏の銀蔵 C-10遵法精神、公徳心
「お天道様が見てござる」と借金を返そうとする人々の姿から、銀蔵が気付いたことについて考えることを通して、社会の規律を守ろ
うとする規範意識の大切さに気付き、自他の権利を大切にし、義務を果たしていこうとする道徳的判断力を高める。

○法やきまりについての印象を想起させる。
○銀蔵が二十両を賽銭箱に入れてでも、証文つづりを取り返そうとしたのはどうしてだろう。
○証文つづりがないのに、人々がお金を返し始めたのはどうしてだろう。
◎銀蔵はどのようなことを思って「そうか、お天道様か」と膝を打ったのだろう。
○「お天道様」とは何だろうか。
○授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記入させる。

9月26日 15 真の友情 嵐のあとに B-8友情、信頼
嵐の漁を経て、明夫とがっちりと手を握り合う勇太の心の変化について考えることを通して、心から信頼し合うことの大切さに気付
き、相互に変わらない信頼と相手に対する敬愛の念に基づく真の友情を育んでいこうとする道徳的実践意欲を培う。

○自分にとって「友達」はどのような存在かをイメージさせる。
○父親が明夫を船に乗せる提案をした時、勇太が内心うれしかったのはどうしてだろう。
○父親に「上っ面だけで付き合ってるんじゃない」と言われた勇太は、どのようなことを思ったのだろう。
○どうして勇太は、明夫に何も言えないのだろう。
○明夫が「勇太、お前がうらやましかったんよ」と、思っていることを言えたのはどうしてだろう。
◎明夫とがっちりと手を握り合った勇太は、どのようなことを思っていたのだろう。
○自分にとって「友達」がどのような存在か考え直し、道徳ノートに記入させる。

10月3日 16 自らを律し、誠実に実行する 小さなこと A-1自主、自律、自由と責任
小さい自分のしつけを続けている筆者の生き方について考えることを通して、自らを律して誠実に実行していくことのよさや大切さに
気付き、自らの規範意識を高め、自律的に生きていこうとする道徳的態度を養う。

○「一日一善」という言葉を紹介し、学習課題として提示する。
○筆者はどのような思いから、「便所の草履をそろえること」を自分にしつけているのだろう。
◎ごく小さい自分のしつけが、他のことでも私を支配しているとはどういうことだろう。
○「小さなこと」は、本当に小さなことなのだろうか。
○自分の生活を振り返って、自分にとっての「小さなこと」を探し、それをどのような気持ちで続けているかを考えて、道徳ノートに記入させる。

10月10日 17 人間の素晴らしさ ネパールのビール D-22よりよく生きる喜び
チェトリが帰ってくるまでの筆者の心の動きを共感的に理解することを通して、人を信じ切ることのできない弱さとそれを乗り越えた
いと願う気高さに気付き、人間としての誇りや深い人間愛を大切にして、生きる喜びを見出していこうとする道徳的心情を育む。

○P72の地図からネパールの山岳地域ゆえの厳しさを押さえる。
○チェトリが「ビールを買ってきてあげる」と言ってくれた時、筆者はどのようなことを思ったのだろう。
○ビールを買ってきたチェトリを拍手で迎えた時、筆者はどのようなことを思ったのだろう。
○学校の先生から「それだけの金を持ったのだから、逃げたのだろう」と言われて、筆者はどのようなことを思ったのだろう。
◎「近頃あんなに泣いたことはない」という筆者は、どうしてそれほどまでに泣いたのだろう。
○授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記入させる。

中間考査 10月24日 18 仕事への誇り 加奈子の職場体験 C-13勤労
カットを進める安田さんの背中を見つめる加奈子の思いについて考えることを通して、働くことの厳しさや仕事への誇りに気付き、勤
労の尊さや意義を理解して、自分の将来の生き方を考えていこうとする道徳的実践意欲を培う。

○職場体験活動の話であることを紹介する。
○行きたかった美容院ではなく、「ヘアーハウス　ヤスダ」での職場体験が決まった加奈子はどのようなことを思ったのだろう。
○ほめられると思って声をかけたのに、怒られてしまった加奈子は、どのようなことを思ったのだろう。
◎安田さんの背中が大きく見えた加奈子は、どのようなことを思っていたのだろう。
○はさみをしまって目が合った時の安田さんが、温かい目をしていたのはどうしてだろう。
○「明日こそは」と決意する加奈子は、どのような自分を見せようとしているのだろう。
○授業を通して感じたことや考えたこと、職場体験に向けてどのようなことを学びたいかを、道徳ノートに記入させる。

10月31日 19 家族の深い愛情 尊い玉子 C-14家族愛、家庭生活の充実
「私」の話を聞いた家の主人の思いについて考えることを通して、家族の無私の愛情の尊さに気付き、自らの健やかな成長と幸福を願
う家族への感謝と敬愛の念を深める道徳的心情を育む。

○戦時中の話であることを紹介し、学徒出陣について説明する。
○「人の気持ちも知らないで」とは、どのような気持ちのことを言っているのだろう。
○母が学生服の襟を直してくれた時、「私」はどのようなことを思っていたのだろう。
◎話を聞いた家の主人が「私」に温かい言葉をかけ、たくさんの食べ物を分けてくれたのはどうしてだろう。
○家の主人の言う「お母の立派さ」とは、どのようなところだろう。
○自分にとって家族とはどのような存在か、道徳ノートに記入させる。

11月7日 20 人間の強さや気高さへの感動 人間であることの美しさ D-21感動、畏敬の念
アンデルセン選手の姿に「人間だけが表現しうる美しさ」を感じた筆者の心情について考えることを通して、人間の強さや気高さに感
動する心に気付き、自らの感動を大切にする道徳的心情を育む。

○スポーツを観戦して感動した体験について振り返る。
○極限状態の中で、何がアンデルセン選手をゴールへと駆り立てていたのだろう。
◎筆者がいう「人間だけが表現しうる美しさ」とはどういうことだろう。
○筆者がアンデルセン選手の姿を「美しい」と表現するのはどうしてだろう。
○これまでに自分が感動したことを振り返り、そこにどのような「人間であることの美しさ」があるか、道徳ノートに記入させる。

授業公開週間 11月14日 21 社会の規範を守る 傘の下 C-10遵法精神、公徳心
自分の都合で他人の傘を持ち帰り、元に戻した「僕」の行為の問題について考えることを通して、公徳を重んじ、社会の規範を守るこ
との大切さに気付き、自他の権利を大切にし、義務を果たして規律ある社会の実現に努める道徳的態度を養う。

○公共の場における、権利と義務について考え、道徳ノートに記入させる。
○何本もの傘が立っている傘立てにくぎづけになった「僕」は心の中でどのようなことを思っていたのだろう。
○五日後、紺色の傘を元の場所に返した「僕」は心の中でどのようなことを思っていたのだろう。
◎傘を手にした女性の後ろ姿を見送る「僕」は、どのようなことを思っていたのだろう。
○「僕」に欠けていたのは、どのような考え方なのだろう。
○もう一度、公共の場における権利と義務について考え、道徳ノートに記入させる。

11月21日 22 責任ある行動 お前のカワウソがさびしがっているぞ A-1自主、自律、自由と責任
父の言葉から筆者が気付いたことについて考えることを通して、責任ある行動の大切さに気付き、自主的によく考えて判断し、誠実に
実行して、結果に責任をもつ道徳的判断力を高める。

○周りに流されてしまったり、よく考えずに行動したりしてしまうことについて、道徳ノートに記入させる。
○目的なく故郷に向かう筆者は、どのような気持ちで汽車に揺られていたのだろう。
○筆者はどのような気持ちで、実家で一日、二日と過ごしていたのだろう。
◎父の言葉が稲妻のように筆者の心を貫いたのはどうしてだろう。
○ルトラとの時間を過ごしながら、筆者はどのようなことを考えていたのだろう。
○自分が実行したことの結果に責任をもつために大切なことについて、道徳ノートに記入させる。

11月25日 23 正義を重んじる心 路上に散った正義感 C-11公正、公平、社会正義
社説と投書の意見から、よりよい社会の在り方について考えることを通して、社会生活における正義の大切さに気付き、正義と公正さ
を重んじ、不正を憎み、不正な言動を断固として許さない社会の実現に努める道徳的態度を養う。

○実際に起きた事件であることなど、教材について簡単に紹介する。
○学生たちはどのような思いで犯人たちを追いかけたのだろう。
○不正を見逃したり、関わりを避けたりするのは、人間のどのような心からなのだろう。
○皆がそのような心で生活していたら、社会はどうなってしまうのだろう。
◎女子高校生の「青年の勇気を『若い正義感、路上に散る』の一言で終わらせたくはない」という言葉には、どのような思いが込められているのだろう。
○授業を通して、自分が大切にしたいと思った心について道徳ノートに記入させる。

11月28日 24 生きるということ 天使の舞い降りた朝 D-19生命の尊さ
母の最期のメッセージを受け止め、歌で生きていくと決めた「僕」の思いについて考えることを通して、「生きる」ということの多面
性に気付き、限りある自分の人生を懸命に生きていこうとする道徳的実践意欲を培う。

○「歌う道徳講師」と呼ばれている歌手の大野靖之さんの話であることを紹介する。
○母の病状を知らされてから、「僕」はどのような思いで毎日を過ごしていたのだろう。
○「僕」が「歌わなければいけない」と思ったのは、どうしてだろう。
◎「この人生を歌で生きていく」という「僕」の覚悟には、どのような思いが込められているのだろう。
○「生きる」ということについて、どのようなことを考えただろうか。
○thinking❷を読み、音源があればそれを流す。授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記入させる。

期末考査 12月12日 25 気高く生きようとする心 タッチアウト D-22よりよく生きる喜び
自分の過失を隠したことについて、良心の呵責を感じ続ける「僕」の思いについて考えることを通して、人間のもつ気高く生きようと
する心に気付き、自らの弱さや醜さを克服して、よりよく生きようとする道徳的心情を育む。

○野球の話であることを紹介し、タッチプレーについて簡単に説明する。
○ツーアウト・ランナー二塁の状況で「僕」はどのようなことを思っていたのだろう。
○「僕」は落球に気付いた後、周囲の様子を見ながらどのようなことを考えていたのだろう。
○ベンチに戻った「僕」はうつむきながらどのようなことを考えていたのだろう。
◎新幹線に乗り込み、うつむいた「僕」に声をかけるとしたら、あなたは何と言うだろう。
○授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記入させる。

12月19日 26 思いやりの心 最後の年越しそば B-6思いやり、感謝
最後の帰宅をやめて、お年寄りに年越しそばを振る舞う父の生き方について考えることを通して、思いやりの心の大切さに気付き、温
かい人間愛の精神をもって、人と人との支え合いを大切にする道徳的心情を育む。

○「二か月」という時間に注目しながら話を読むよう促し、教材に入る。
○自分ががんであることを知った父は、どのような気持ちで「家に帰りたい……」と言ったのだろう。
◎父が、最後になるかもしれない帰宅をやめてまで年越しそばを作ったのは、どのような思いからなのだろう。
○筆者が父を通して学んだ「人間が一生涯の中で自分に求めるもの」とは、どのようなことなのだろう。
○授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記入させる。

12月22日 27 家族への敬愛 一冊のノート C-14家族愛、家庭生活の充実
ノートにつづられた祖母の思いを知り、祖母と並んで草取りをする「僕」の心の動きについて考えることを通して、家族を敬愛し、家
庭の一員としての自覚をもって充実した家庭生活を築こうとする道徳的態度を養う。

○祖父母と一緒に過ごす機会を想起させる。
○問題集をなくされた「僕」は祖母に対してどのような思いになったのだろう。
○外で話しかけてきた祖母を無視して帰宅した「僕」は、どのような思いで祖母の帰りを待っていたのだろう。
○父から病院での話を聞いて何も言えなくなった「僕」は、どのようなことを考えたのだろう。「だけど……。」に続く言葉を考えてみよう。
◎祖母と並んで草取りをしながら、「僕」は心の中で祖母に何と語りかけていたのだろう。
○授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記入させる。

課題テスト 1月10日 28 人と国との関わり 国 C-17我が国の伝統と文化の尊重、国を愛する態度
二つの祖国をもつ王貞治さんの考え方から、人と国との関わりについて考えることを通して、日本に生きる者としての自覚をもって、
国家及び社会の形成者としてその発展を願う道徳的心情を育む。

○王貞治さんについて簡単に紹介する。
○「中国」と「日本」という言葉に胸を熱くする王さんは、それぞれにどのような思いを抱いているのだろう。
○王さんの二つの祖国に対する思いに共通するのは、どのような思いなのだろう。
◎王さんは、国との関わり合いの中で生きる上で、どのようなことが大切だと考えているのだろう。
○授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記入させる。

1月16日 29 夢や希望をもって生きる 本物の将棋指し ― 村山 聖 ― A-4希望と勇気、克己と強い意志
病を抱えながらも、将棋に一生を捧げた村山聖さんの生き方について考えることを通して、夢や目標に向かって生きることの大切さに
気付き、困難や失敗を恐れず、自らの夢や目標に向かって努力していこうとする道徳的実践意欲を培う。

○将棋棋士、羽生善治さんのライバルについての話であることを紹介する。
○周囲に反対されても、村山さんが「奨励会」への挑戦を決めたのは、どのような思いからなのだろう。
○羽生さんに敗れ、敗戦を続けてもがき苦しんでいた村山さんは、どのようなことを思っていたのだろう。
○谷川さんに何度も敗れても、村山さんが「いつの日か超えられるものだと強く信じていた」のはどうしてだろう。
◎村山さんの人生において「将棋で名人になること」には、どのような意味があったのだろう。
○夢や希望をもつということは、人生にどのような意味があるのか、授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記入させる。

大泉AWARD 1月23日 30 ともに生きる社会 迷惑とは何ぞ C-12社会参画、公共の精神
映画の登場人物の思いを共感的に理解し、筆者の主張について考えることを通して、社会連帯の大切さに気付き、社会に暮らす人々と
互いに支え合い、ともによりよく生きていこうとする道徳的態度を養う。

○日常生活を振り返り、「迷惑だな」と感じることについて意見交流を図る。
○少女の母親は、どのような思いから少女を家に閉じ込めていたのだろう。
○母が自分を外に出さなかった理由を知った少女は、どのようなことを思ったのだろう。
○少女はどのような思いで周囲の人に助けを求めたのだろう。
◎少女への「迷惑をかければいいじゃないか」とは、どのような思いから出たアドバイスなのだろう。
○筆者が「積極的に人の痛み、重荷に関わる人間像」を求めるのはどうしてか、自分の考えを道徳ノートに記入させる。

1月30日 31 信頼と敬愛の念 アイツとセントバレンタインデー B-8友情、信頼
真一と夏樹それぞれの行動について話し合い、二人のよりよい関係について考えることを通して、異性間においても相手と理解し合う
ことの大切さに気付き、信頼と敬愛の念をもってよりよい人間関係を築いていこうとする道徳的実践意欲を培う。

○１年での「アイツ」の学習を振り返り、題材への意識付けを図る。
○真一のことをどう思うだろう。
○夏樹のことをどう思うだろう。
◎もしあなたが二人の友人だったら、二人にどのようなアドバイスをするだろう。
○授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記入させる。

適性検査
学力推移調査

2月10日 32 人間として誇りある生き方 足袋の季節 D-22よりよく生きる喜び
取り返しのつかない過ちを悔いる筆者の心情について考えることを通して、人間の弱さや醜さとそれを克服したいと願う心に気付き、
自分に恥じない、人間として誇りある生き方を追求する道徳的態度を養う。

○極寒の北海道の情景をイメージさせながら教材に入る。
○「五十銭玉だったね？」と言われ、思わず「うん」とうなずいた時、筆者はどのような気持ちだったのだろう。
○それからおばあさんの前に立つことができなくなったのはどうしてだろう。
◎浮きつ沈みつ流れていくかごを見ながら、筆者はどのようなことを考えていたのだろう。
○おばあさんが筆者にくれた心とは、どのような心なのだろう。
○授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記入させる。

2月13日 33 深い人類愛
最も悲しむべきことは、病めることで
も貧しいことでもなく

C-18国際理解、国際貢献
誰もが人間らしい生活を送れるように尽力したマザー・テレサの生き方について考えることを通して、世界中の人々と協働し、互いに
尊重し合いながら、国際平和と人類の幸福に寄与する道徳的実践意欲を培う。

○マザー・テレサについて簡単に紹介し、教材に入る。
○死を目前にした老婆を抱えて病院に掛け合ったマザーは、どのような思いだったのだろう。
○「こういう人はカルカッタには何百人といる」という院長の言葉を正しいと受け取ったマザーは、どのような思いだったのだろう。
◎マザーは「死を待つ人の家」に運ばれてくる人々に対して、どのような思いで接していたのだろう。
○すべてをささげて貧しい人たちのための活動を続けたマザーの生き方を支えたのはどのような思いなのだろう。
○授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記入させる。

2月21日 34 思いやりの温かさ 地図のある手紙 B-6思いやり、感謝
雪深い沼の原の墓地に一郎の手紙を配達し、墓前で代読する源さんの思いを共感的に理解することを通して、思いやりの心の温かさに
気付き、人と人とをつなぐ思いやりの心を大切にしようとする道徳的心情を育む。

○雪深い山道の情景をイメージさせ、その中を進んでいくことの困難さを想像させて教材に入る。
○地図のある手紙を見た源さんは、どのようなことを思ったのだろう。
○源さんが沼の原へ急いで手紙を届け、さらには墓前で手紙を読んであげたのは、どうしてだろう。
◎手紙を読みながら、何度ものどを詰まらせた源さんはどのようなことを思っていたのだろう。
○授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記入させる。

合唱コンクール 2月27日 35 命の選択 看取りの医者 D-19生命の尊さ
延命治療を希望しない桑田さんと、彼を支えようとする筆者の思いについて考えることを通して、人間としての尊厳をもって生きるこ
との大切さに気付き、生命の尊さについての理解を基に、自己の生き方を考え続けていこうとする道徳的実践意欲を培う。

○在宅医療について簡単に説明し、教材に入る。
○桑田さんに出会う前は、筆者は「命の終わり」の問題をどのように考えていたのだろう。
○「桑田さん。ここで頑張りますか？」と声をかけることを、筆者が「絶対に省いてはいけない儀式」というのはどうしてだろう。
◎筆者はどのような思いから、「桑田さん、ありがとう……。」と言ったのだろう。
○thinking❸を読む。その後、授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記入させる。

3 期末考査

学校の教育目標　１　自ら学び、真理を究める　　２　自ら律し、他を尊重する　　３　自ら拓き、社会に貢献する

　　　　　　　第2学年　道徳年間指導計画
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